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   研究集会等名称


	日本心理学会　心理学教育研究会

	成 果 概 要
	１）参加人数（会員・非会員及び認定心理士の人数を記載してください）

会員　　３１名（うち認定心理士　　１名）

非会員　　０名（うち認定心理士　　０名）

２）集会等の目的・成果等

（実施内容・成果・将来計画等を用紙範囲内に記載してください）

1 幹事会の開催

　7回の幹事会を開催し、本研究会の活動、運営について協議を行った。
2007年5月22日、2007年8月4日、2007年9月1日、2007年11/月12日、2007年12月26日、2008年2月2日、2008年3月31日
②　研究会総会

  9月18日日本心理学会大会会場にて研究会総会を開催、以下の項目について検討。
１．研究会運営について(報告)

 1)活動報告、2)会計報告、3)日本心理学会助成金について、4)その他　

２．今後の活動について

１）72回大会（北海道）ワークショップテーマ　２）出版企画　３）ＴＩＰＳ集

４）研究会誌　５）その他、資格（コアカリキュラム及び教科書）について
③日本心理学会大会での心理学教育に関するシンポジウムの開催

第71回大会において日本心理学会（常務理事会）との共同企画で実施

｢心理学教育と社会・資格との接点－心理学教育に何が求められているか－｣
企　画　者
織田正美、高木　修、杉山憲司、中澤　潤、山崎晴美


司　会　者
中澤　潤、杉山憲司


話題提供者
市川伸一、高木　修、角山　剛

指定討論者
鈴木　晶夫、杉森伸吉　（以上敬称略）
④　部会パンフの作成と配布

「心理学の授業TIPS集PartⅡ」(A4判10ページ)を制作し、シンポジウムと研究総会に参加いただいた方に配布した。

⑤出版企画

　(1)『心理学教育ガイドブック（仮称）』：全体の構成、執筆候補者の選定をほぼ終了し、出版社との交渉に入っている。
　(2)『現代のエスプリ』：ガイドブック企画の進行を鑑み、本企画の再検討を行い、新たに担当者を選出し企画を再開した。



